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【背景】海水中のメチル水銀(MeHg)は食物網を介して生物濃縮が起こり、魚介類に高濃

度に蓄積され、最終的には魚介類の摂食を通してヒトへ曝露される。このため、海洋に

おける Hg・MeHg 動態を正確に把握することは重要である。海洋中で微生物などの作

用によって生成された MeHg は、海洋低次生態系を構成するプランクトン(特に植物プ

ランクトン)を起点として生態系に移入することが知られているが、植物プランクトン

への MeHg 濃縮過程については不明な点が多い。本研究では、基礎生産力が高く好漁場

として知られる親潮域に着目し、この海域で優占する珪藻株を用いた培養実験と現場観

測を実施し、植物プランクトンへの MeHg 取り込み量及びその変動要因を明らかにする

ことを目的とした。 
【材料と方法】親潮域から分離培養された珪藻株 Thalassiosira nordenskioeldii を、L1 培

地を用いて培養し、異なる形態の MeHg (システイン結合型 MeHg: MeHg-Cys、塩化

MeHg: MeHg-Cl)を終濃度 100 pg/L および 1000 pg/L で添加して 3 時間培養した(4℃、暗

所)。培養後、細胞画分及び溶存画分の MeHg 分析を実施し、メチル水銀の形態の違い

による細胞への取り込みの違いを評価した。また、同珪藻株を窒素：リン比(NP 比)を変

化させた培地中(N:P = 11、24、54)で同様に培養し、細胞画分及び溶存画分の MeHg 分

析を実施することで、栄養塩組成比の違いが細胞内 MeHg 蓄積量に及ぼす影響も評価し

た。また、現場観測は水産研究・教育機構が実施している親潮域調査航海に参加し、釧

路沿岸から外洋にかけて、サイズの異なるプランクトン(180 µm、20 µm、2 µm、0.2 µm)
を採取し、それぞれについて MeHg 分析を行った。 
【結果と考察】培養実験の結果、MeHg の形態による取り込みの違いは終濃度 100 pg/L
では見られなかったが、1000 pg/L の濃度で見られ、MeHg-Cl の方が MeHg-Cys より分

配係数 (細胞中 MeHg 濃度/海水中 MeHg 濃度) が高くなる傾向が見られた。これらのこ

とから、海水中 MeHg の存在形態によって、細胞取り込み量及び毒性が変化することが

明らかとなった。また、分配係数について、MeHg-Cl 1000 pg/L 添加区では NP 比が高

くなるに連れて増加する傾向が見られたことから、海水中の栄養塩比が変化することに

よっても細胞への MeHg 取り込みが変化することが明らかとなった。発表では、親潮域

で採取したプランクトン中 MeHg の動態についても紹介する。 
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